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第 6 章は、地球温暖化防止のため、大気中の CO2を吸収・固定した樹木由来の原料を炭化する技術に関するもので
ある。本研究の「廃棄物の炭化」装置は、ガス化炉に組み込む方式であり、廃棄物を処理する際に発生する熱を利用
する外熱乾留式で、連続して炭化が可能であることを示した。
第 7 章では、廃プラスチックをガス化原料として、第 4 章で述べた加圧二段ガス化溶融システムによりアンモニア
を合成するプロセスの LCA 評価について述べた。更に、 LCA 解析の結果を利用して、 C02排出の社会的コストを含
めた経済性評価について述べた。

























評価を実施することで、炭酸ガス 1 トンあたり 110 ドルを超える単価を想定すれば、加圧二段式ガス化炉を用い
た資源循環型システムの方がトータルコストは安くなることを定量的に明らかにして、この種の社会的コストを
含めた経済的評価の方式を新たに開発している。
以上のように、本論文は炉内循環型ガス化炉の耐熱合金の開発、二段式や加圧もしくは常温といったプロセス制御
による資源化システムの系統的な技術開発によって、多様な廃棄物を資源化することができることを示したものであ
る o また、ゼロ・エミッションを推進する上で環境コストの内部化をはかる技術的裏づけをもった定量的評価方法を
示している o これらの研究成果は、循環型社会を構築する上で、資源化システムの中核のーっとして社会の要請にこ
たえる貴重な学術的意義をもっていて、環境工学と循環型の工学体型の発展に寄与するところが大き L 、。よって、本
論文は博士論文として価値あるものと認めるo
-540-
